
 

３．電子証明書の失効をするには 
  利用者（PublicＩＤ）の電子証明書の利用を停止したい場合は、失効処理を行います。 
  失効処理を行った電子証明書は利用不可となり、該当電子証明書を利用したログインは 
  できなくなります。電子証明書を更新する手順は次の通りです。 
  なお、本処理は管理者のみ可能な取引です。 

  ≪更新処理の流れ≫ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．メイン画面より管理機能を選択する 

メイン画面より【管理機能】を選択していただきます。 

４．利用者（PublicＩＤ）の電子証明書の失効を行う 

利用者（PublicＩＤ）の電子証明書の失効を行います。 

１．管理者がログインを行う 

管理者（MasterＩＤ）がログインします。 

３．サブメニューまたはご利用メニューよりＩＤメンテ 
  ナンスを選択する 

サブメニューまたはご利用メニューより【ＩＤメンテナンス】を選択して
いだだきます。 

⇒電子証明書の 

失効 

≪P4‐12≫ 
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 ≪詳細手順≫ 

 電子証明書の失効  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 利用者選択画面が表示されますので、失効 
  する利用者ＩＤを選択し、  
      をクリックします。 
 

編集 

① グローバルメニューから【管理機能】をク 
  リックします。 
 
② サブメニューまたはご利用メニューから 
  【ＩＤメンテナンス】をクリックします。 
 

 
★利用者（PublicＩＤ）の電子証明書失効は 
 管理者（MasterＩＤ）のみ可能とします。 
 
★管理者以外でログインした場合は、電子証 
 明書の失効はできません。 
 
★管理者（MasterＩＤ）自身の電子証明書の 
 失効は行えません。 
 管理者（MasterＩＤ）の電子証明書を失効 
 する場合は当金庫へご連絡下さい。 
 

メモ 
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⑤     をクリックします。 
 

登録 

⑥ 登録完了画面が表示され、利用者（Public 
  ＩＤ）の電子証明書失効が完了します。 
 

④ 編集画面が表示されますので、電子証明書欄 
  から「失効する」を選択します。 
 

 
★本処理終了後、失効した電子証明書の利用 
 者（PublicＩＤ）はログインができなくな 
 ります。 
 
★失効処理を行った利用者が電子証明書を再 
 度利用したい場合は、電子証明書を再度発 
 行する必要があります。 
 
★利用者（PublicＩＤ）情報の削除を行った 
 場合は、自動的にＩＤに対応する証明書の 
 失効を行います。 
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